
　
            「やなせたかし」
                       編　中村圭子

＜内容紹介＞
アンパンマンの生みの親、「てのひらを太陽に」
の作詞者でもあり、雑誌「詩とメルヘン」の責任
編集を30年間つとめた、やなせたかし。仕事の
核にある「やなせメルヘン」に焦点を当て、多彩
かつ膨大な仕事の全貌を紹介する一冊です。

南公民館でもアンパンマンは大人気❣やなせたか
し詩集も心温まります。ぜひ読んでみてください
ね。

少年詩集
「きみの手に、流れ星を一つ」
　　　　　　　　著者　星野良一

＜内容紹介＞
新時代をつくりたいそんなぼくの脳みそは雷に打
たれたようなひらめきを持っている。子どもたち
をクスリと笑わせ、そっと寄り添うような詩集。

みーつけた!!!
手にとった詩集…パラパラ…と読んでみると次か
ら次へと読みたくなる。著者をみてみると長崎県
出身との事❣❣❣ぜひ読んでみてくださいね。南
公民館には、長崎県出身有名著者の本がたくさん
‼　ぜひ、のぞきに来てくださいね。

親子でふれあいながら、おしゃべりしませんか？

南公民館

図書室だより
2025.9

のじかん
9月25日 11：00～

楽しいひと時を過ごしましょう（^-^）♪

おじいちゃんおばあちゃんもご一緒に…

＜おはなし会の様子＞


